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ｍ 18.97 209.69 228.66

更生延長 ｍ 16.97 202.89 219.86
鋼製ﾘﾝｸﾞ①

(幅15mm・40mm×厚さ6mm,間隔250mm) ｍ 16.97 16.97
鋼製ﾘﾝｸﾞ②

(幅15mm・40mm×厚さ6mm,間隔250mm) ｍ 202.89 202.89
かん合部材・

表面部材使用量 ｍ 1,426 18,465 19,891
かん合・表面

接続部材使用量 個 252 3640 3,892
通番89

鋼製ﾘﾝｸﾞ組立工 ｍ 16.97
通番90

鋼製ﾘﾝｸﾞ組立工 ｍ 86.10
通番91

鋼製ﾘﾝｸﾞ組立工 ｍ 105.14
通番92

鋼製ﾘﾝｸﾞ組立工 ｍ 11.65
通番89

かん合・表面部材組付工 ｍ 16.97
通番90

かん合・表面部材組付工 ｍ 86.10
通番91

かん合・表面部材組付工 ｍ 105.14
通番92

かん合・表面部材組付工 ｍ 11.65

曲がり部加工 箇所
（充填日数：4日） 通番89

充填設備工 式 1 1
（充填日数：5日） 通番90

充填設備工 式 1 1
（充填日数：6日） 通番91

充填設備工 式 1 1
（充填日数：4日） 通番92

充填設備工 式 1 1
通番89
充填工 ｍ

３ 6.3
通番89 (ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ充填材3号）
充填材 ｍ

３ 6.7
通番90
充填工 ｍ

３ 31.9
通番90 (ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ充填材3号）
充填材 ｍ

３ 32.5
通番91
充填工 ｍ

３ 38.9
通番91 (ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ充填材3号）
充填材 ｍ

３ 37.7
通番92
充填工 ｍ

３ 4.3
通番92 (ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ充填材3号）
充填材 ｍ

３ 4.4
（充填日数：4日） 通番89

混練工 式 1 1
（充填日数：5日） 通番90

混練工 式 1 1
（充填日数：6日） 通番91

混練工 式 1 1
（充填日数：4日） 通番92

混練工 式 1 1

管口仕上工 □1700×1400 箇所 2 2

管口仕上工 □1800×1500 箇所 6 6

φ200以下 箇所 7 7

φ200超～φ500未満 箇所

φ500以上 箇所
管理孔口仕上工

(取付管口仕上工) φ500以上 箇所
管径800mm～1350mm準用

本管止水工 Y字管工 ｍ 6.05 6.1
管径1500mm以上

本管止水工 Y字管工 ｍ 96.30 96.3

取付管口止水工 Y字管工 ｍ
（本管更正工日数） 通番92適用 7.0 日

水替工 φ150mm 式 1.0 式 1.0 式

換気工 日

人日

当該延長当り

一式（当該延長）当り

当該延長当り

当該延長当り

当該延長当り

100m当り

換気工
（直工分）

既設管補修工
（直工）

□1800×1500
通番90・91・92

合　　計

別紙参照

製管工

仮締切工
（直工分）

管路延長

管渠延長

細々目 単位
□1700×1400

通番89

当該延長当り

当該延長当り

本 管 更 生 工（ 複 合 管 ） 数 量 総 括 表（補助工事）

工    種 細　　目

【集計表】

更生材料

交通誘導員

取付管口仕上工

裏込充填工

別紙参照

管更生工

設計書_R6-西下第18号-白山排水区白山浦幹線496管更生工事



2m2を超え4m2以下 ｍ 16.97 202.89 219.86

□1700×1400 口径800～1500mm未満 ｍ 16.97 16.97

□1800×1500 口径1500mm以上 ｍ 202.89 202.89

φ200以下 箇所

φ200超～φ500未満 箇所

φ500以上 箇所

木根／パッキン 箇所

継手ズレ 箇所

モルタル 箇所

換気工 日

既設管洗浄工
（準備費）

既設管補修工
（準備費）

取付管突出

換気工
（準備費分）

管渠内調査工
（準備費）

管渠内調査工
（準備費）

別紙参照
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箇所

箇所

日

人日
口径1350mm準用

□1700×1400 堆積土砂深5%以下 ｍ
口径1500mm

□1800×1500 堆積土砂深5%以下 ｍ

汚泥運搬工 ｍ3

汚泥処分工 ｍ3

φ200以下 箇所

φ200超～φ500未満 箇所

φ500以上 箇所

木根／パッキン 箇所

継手ズレ 箇所
既設管径φ800以上～1500mm未満

モルタル 準用 箇所 1 1
既設矩形渠内空高

モルタル 1500以上2000mm未満 箇所 4 4

換気工 日

細　　目 細々目 単位
□1700×1400

通番89
□1800×1500
通番90・91・92

工    種

交通誘導員

既設管補修工
（準備費）

取付管突出

換気工
（準備費分）

換気工
（直工分）

管渠内清掃工

管渠内清掃工

管渠内清掃工

【集計表】

別紙参照

別紙参照

取付管更生工

取付管更生工

別紙参照

管渠内清掃工

取付管更生工

本 管 更 生 工（ 複 合 管 ） 数 量 総 括 表（単独工事）

合　　計
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89（496路線） ｍ 18.97 18.97

更生延長 ｍ 16.97 16.97
鋼製ﾘﾝｸﾞ

(幅15mm・40mm×厚さ6mm,間隔250mm) ｍ 16.97 16.97
かん合部材・

表面部材使用量 ｍ 1,426 1,426
かん合・表面

接続部材使用量 個 252 252

鋼製ﾘﾝｸﾞ組立工 ｍ 16.97 16.97

かん合・表面部材組付工 ｍ 16.97 16.97

曲がり部加工 箇所

充填設備工 式 1 1

充填工 ｍ３ 6.3 6.3
(ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ充填材3号）

充填材 ｍ３ 6.7 6.7

混練工 式 1 1

管口仕上工 箇所 2 2

φ200以下 箇所

φ200超～φ500未満 箇所

φ500以上 箇所
管理孔口仕上工

(取付管口仕上工) φ500以上 箇所
□1700×1400 1 箇所

本管止水工 Y字管工 ｍ 6.05 6.05
箇所

取付管口止水工 Y字管工 ｍ

水替工 式

換気工 日

人日

2m2を超え4m2以下 ｍ 16.97 16.97

口径800～1500mm未満 ｍ 16.97 16.97

φ200以下 箇所

φ200超～φ500未満 箇所

φ500以上 箇所

木根／パッキン 箇所

継手ズレ 箇所

モルタル 箇所

換気工 日
別紙参照

管更生工

本管更生工（複合管）数量総括表（補助工事）【通番89：496路線】

工    種 細　　目 細々目 単位 □1700×1400 合　　計

管路延長

管渠延長

既設管補修工
（準備費）

取付管突出

換気工
（準備費分）

仮締切工
（直工分）

既設管補修工
（直工）

既設管洗浄工

更生材料

製管工

取付管口仕上工

裏込充填工

管渠内調査工

別紙参照
換気工

（直工分）

交通誘導員 別紙参照

当該延長当り

当該延長当り
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箇所

箇所

日

人日

管渠内清掃工 ｍ

汚泥運搬工 ｍ3

汚泥処分工 ｍ3

φ200以下 箇所

φ200超～φ500未満 箇所

φ500以上 箇所

木根／パッキン 箇所

継手ズレ 箇所

モルタル 箇所 1 1

換気工 日

交通誘導員

既設管補修工
（準備費）

取付管突出

換気工
（準備費分）

本管更生工（複合管）数量総括表（単独工事）【通番89：496路線】

工    種 細　　目 細々目 単位

別紙参照

別紙参照

取付管更生工

取付管更生工

換気工
（直工分）

□1700×1400 合　　計

別紙参照

管渠内清掃工
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１．管きょ内洗浄工・調査工

 1.1　施工前本管管きょ内洗浄工・調査工延長

 1.2　土砂処分工

土砂処分量＝本管管きょ延長×閉塞断面積 土砂深＝ ％

 1.3　事前処理工

※止水工・クラック・継手ズレに関しては調査項目破損・クラック、継手ズレ判定A,Bランクを計上。

本管止水工　　　　　 1箇所×6.05m＝6.05m
取付管口止水工(φ150)　0箇所×0.47m＝0m

２．水替工

水替工 台 ※見積書参照
ｍ ※更生延長×2台 新潟市指示

路線 既設管 路線延長 マンホール寸法 管きょ 取付管本数

(m) (本)
番号 呼び径 上 流 下 流 延長

18.97 特殊2.00×2.00 特殊2.00×2.00 16.97

(mm) (m) (m) (m)

89（496） □1700×1400

16.97

本管径 本管管きょ延長 閉塞断面積 土砂処分量

計 18.97

(m) (m
2
) (m

3
)

計

路線 取付管突出（箇所） 本管止水工 取付管口止水工（φ150）
木根／パッキン 継手ズレ モルタル

番号 φ200以下 φ200超～φ500未満 φ500以上 （m） （m） （箇所） （箇所） （箇所）

189（496） 6.05

計 6.05 1

なし 水替えポンプ据付

配管設置撤去工

※CAD計測（全周）

※事前調査結果（実施設計時）
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３．製管工

 3.1 既設管条件

路線 既設管呼び径 既設管実内径 管きょ延長 備考

番号 (mm) (mm) ①(m)
89（496） □1700×1400 □1700×1400 16.97 全周

計 16.97

 3.2　更生材使用量

(1) 路線番号 89（496） 全周

既設管実内径： □1700×1400 mm 更生断面 □1600×1250

1) 鋼製リング 工法協会積算資料 P13
鋼製リング＝ 16.97 m (管きょ延長)・・②

鋼製リング標準使用量＝ 管渠延長(m)÷鋼製リング間隔0.25(m)+1(組)
16.97 ÷0.25　＋ 1 = 69 リング

各部材一周当たり使用枚数＝標準仕上げ内周長(mm)÷61mm(表面部材1枚当たり幅)
5.185 ÷0.061 ＝ 84 枚

2) かん合部材・表面部材使用量 工法協会積算資料 P13,P31
各部材使用量＝ 各部材1周当たり使用枚数（枚）×管きょ延長（ｍ）

＝ 84 枚　× 16.97 ｍ
＝ 1,426 ｍ･･･③

3) かん合・表面接続部材使用量 工法協会積算資料 P13,P31
各接続部材使用量＝ 各部材１周当り使用枚数(枚)×(管きょ延長5.0切上げ(m)÷

嵌合部材定尺5.0(m)-1)
＝ 84×(20.0/5.0-1)
＝ 252 個・・④
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(2) 更生材使用量集計表

路線 既設管 管きょ延長 更生材1 更生材2 更生材3
番号 呼び径 （鋼製リング） （かん合部材） （接続部材）

（表面部材）

① ② ③ ④
(mm) (m) (m) (ｍ) (個)

89（496） □1700×1400 16.97 16.97 1,426 252

計 16.97 16.97 1,426 252

(3) 足場工
既設渠幅 管きょ延長
（ｍ） （ｍ）

足場材（掛ｍ2）＝ × ＝ 掛m2

(4) 曲がり部加工 箇所
（屈曲角度が12°以上もしくは曲率半径12m以下）の箇所

　協会積算資料P-46
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４．充填工

(1) 路線番号 89（496） 全周

既設管実内径： □1700×1400 mm

既設管口断面積A1＝ 2.3488 m2

更生管口断面積A2＝ 1.9228 m2

1m当り充填材注入量Ａ＝ 既設管口断面積A1-更生管口断面積A2-1m当り嵌合･表面部材断面積
＝ 2.3488 -   1.9228

＝ 0.37 m3/m (②)
(１m当り嵌合・表面部材断面積：協会積算資料 P40  )

1m当り嵌合･表面部材断面積
＝ 各部材１周当り使用枚数×(かん合部材断面積+表面部材断面積)

＝ 84 ×（2.470×10-4m2＋4.493×10-4m2）

＝ 5.849 ×10-2m3/m

(2) 充填材使用量集計表

路線 既設管 管きょ延長 充填材1m 割増率 充填材 充填材
番号 実内径 当り使用量 使用数量 設計数量

① ② ③ ①*②*③ ①*②

(mm) (m) (m3/m) (m3) (m3)

89（496） □1700×1400 16.97 0.37 1.06 6.66 6.2789

計 16.97 6.66 6.28
③：協会積算資料 P33

-   0.05849
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(3) 充填日数 協会積算資料 P33,39

　充填日数は以下の２式にて算出し、日数の多い方を計上する。
充填日数１＝　 充填材使用量(m3)÷1日当たり充填量（7.2m3）

＝　 6.66 m3    ÷ 7.2 m3/日
＝　 0.93 ≒ 1 日

（小数点以下切り上げ）

充填日数２＝　 （既設管高さ(㎜)－底版更生高さ(㎜)）
÷1日当たり充填高さ500(㎜)＋1

＝（ 1.40 - 0.075 ）
÷ 0.5 ＋ 1

＝　 3.65 ≒ 4 日 採用
（小数点以下切り上げ）

(4) 充填回数 協会積算資料 P33,39
充填回数＝　 充填日数

＝　 4 回

(5) 実日数・運転日数 協会積算資料 P39
基準数量＝　 充填日数×1日作業時間0.5hr

＝　 2 日 （切り上げ）

充填機械損料＝　 2 日

充填工消耗品費＝　 充填日数　＝ 4 日
発動発電機運転費＝　 基準数量　＝ 2 日

(6) エアー抜きパイプ 協会積算資料 P40
エアー抜きパイプ＝　 1 個
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５．本管口仕上工 協会積算資料 P26

管口仕上げ材標準使用量Q＝ （既設管口断面積A-更生管口断面積B）×仕上げ厚さ0.05m
(2箇所当り) ÷2（テーパー）×2箇所×耐酸モルタル比重1825×割増率1.05

＝（ 2.3488 -   1.9228 ）× 0.05÷2 ×2× 1825 ×1.05
＝ 40.82 kg

1箇所当り 20.41 kg

路線 既設管呼び径 管口仕上工 耐酸ﾓﾙﾀﾙ 耐酸ﾓﾙﾀﾙ
番号 上下流管口 数量 数量

(mm) (箇所) (kg/箇所) (kg)
89（496） □1700×1400 2 20.41 40.82

計 2 40.8

６．取付け管口仕上工 協会積算資料 P28

路線 既設管呼び径
番号 φ200以下 φ200超～φ500未満 φ500以上

(mm) (箇所) (箇所) (箇所)
89（496） □1700×1400

計 0 0

７．管理孔口仕上工※ 協会積算資料 P28

路線 既設管呼び径
番号 φ500以上

(mm) (箇所)
89（496） □1700×1400

計
※計上方法は、「取付け管口仕上工」と同じとする。箇所数は管理孔の数とする。

取付管口仕上工

管理孔口仕上工
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８．流入管口仕上工

路線 既設管呼び径
番号 φ200以上

(mm) (箇所)

計

９．付帯工

路線 人孔No.
番号 撤去 設置

(本) (本)
89（496）

計
※未調査であるが、他の管理人孔と同様の劣化状況と判断し、同数量を計上する。

流入管口仕上工

管理孔足掛撤去・設置工
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作業日数表

既設管洗浄工 0.1日 16.97m 16.97(m)÷120(m/日)≒0.1(日) 見積 1.9 0.2 0.1

補助・洗浄工

小　　計 0.1日 0.2日 0.1日

協会標準積算資料

管渠内調査工 0.3日 16.97m 16.97(m)÷50(m/日)≒0.3(日) P30 1.9 0.6 0.3

補助・調査工

小　　計 0.3日 0.6日 0.3日

協会標準積算資料

鋼製リング組立工 2.3日 16.97m 106.8(hr)÷8.0(hr/日)÷100（m）×16.97(m)≒2.3(日) P37,31,17 1.9 4.4 2.3

協会標準積算資料

アンカー工 16.97m 鋼製リング組立工に含む P31

□1600mm×1250mm,84枚で算出 協会標準積算資料

かん合・表面部材組立工 1.1日 16.97m 52.3(hr)÷8.0(hr/日)÷100（m）×16.97(m)≒1.1(日) P38,32,18 1.9 2.1 1.1

協会標準積算資料

充てん設備工 4回 充てん工に含む P32

①充てん量による算出　6.66(m
3
)÷7.2( )/日 ≒ 1日 協会標準積算資料

充てん工 4日 16.97m ②充てん高による算出　(1400mm - 75mm) ÷ 500mm + 1 ≒ 4日 P33,39 1.9 7.6 4
※①、②の大きい方を算出

協会標準積算資料

混練工 4回 充てん工に含む P47

協会標準積算資料

取付管口仕上げ工 0.0日 0 0(箇所)÷3(箇所/日)≒0(日) P34 1.9 0.0 0.0

φ200以下

協会標準積算資料

取付管口仕上げ工 0.0日 0 0(箇所)÷2(箇所/日)≒0(日) P34 1.9 0.0 0.0

φ200超～500未満

協会標準積算資料

管理孔口仕上げ工 0.0日 0箇所 P34 1.9 0.0 0.0

500以上

協会標準積算資料

管口仕上げ工 1.0日 2箇所 2(箇所)÷2(箇所/日)≒1(日) P33 1.9 1.9 1.0

補助・本管更生工

小　　計 8.4日 16.0日 8.4日

日本下水道協会

本管止水工 0.4日 6.05m 6.05(m)÷15(m/日)≒0.4(日) P131 1.9 0.8 0.4

□1700×1400・Ｙ字管工

日本下水道協会

取付管口止水工 0.0日 0.00m 0.00(m)÷18(m/日)≒0(日) P131 1.9 0.0 0.0
φ150・Ｙ字管工

補助・止水工

小　　計 0.4日 0.8日 0.4日

換気日数
（日）

既設管径：□1700mm×1400mm（仕上径：□1600mm×1250mm)

工　種　．　工　程
日　数
(実稼働)

数　量 計　算　式 該当頁
不稼働
係数

(雨天時考慮)

供用日数
（日）
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90（496路線） ｍ 88.10 88.10

更生延長 ｍ 86.10 86.10
鋼製ﾘﾝｸﾞ

(幅15mm・40mm×厚さ6mm,間隔250mm) ｍ 86.10 86.10
かん合部材・

表面部材使用量 ｍ 7,836 7,836
かん合・表面

接続部材使用量 個 1,547 1,547

鋼製ﾘﾝｸﾞ組立工 ｍ 86.10 86.10

かん合・表面部材組付工 ｍ 86.10 86.10

曲がり部加工 箇所

充填設備工 式 1 1

充填工 ｍ３ 31.9 31.9
(ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ充填材3号）

充填材 ｍ３ 32.5 32.5

混練工 式 1 1

管口仕上工 箇所 2 2

φ200以下 箇所 1 1

φ200超～φ500未満 箇所

φ500以上 箇所
管理孔口仕上工

(取付管口仕上工) φ500以上 箇所
□1800×1500 6 箇所

本管止水工 Y字管工 ｍ 38.52 38.52
箇所

取付管口止水工 Y字管工 ｍ

水替工 式

換気工 日

人日

2m2を超え4m2以下 ｍ 86.10 86.10

口径1500mm以上 ｍ 86.10 86.10

φ200以下 箇所

φ200超～φ500未満 箇所

φ500以上 箇所

木根／パッキン 箇所

継手ズレ 箇所

モルタル 箇所

換気工 日

管渠内調査工

別紙参照
換気工

（直工分）

交通誘導員 別紙参照

当該延長当り

当該延長当り

仮締切工
（直工分）

既設管補修工
（直工）

既設管洗浄工

更生材料

製管工

取付管口仕上工

裏込充填工

合　　計

管路延長

管渠延長

既設管補修工
（準備費）

取付管突出

換気工
（準備費分）

別紙参照

管更生工

本管更生工（複合管）数量総括表（補助工事）【通番90：496路線】

工    種 細　　目 細々目 単位 □1800×1500
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箇所

箇所

日

人日

管渠内清掃工 ｍ

汚泥運搬工 ｍ3

汚泥処分工 ｍ3

φ200以下 箇所

φ200超～φ500未満 箇所

φ500以上 箇所

木根／パッキン 箇所

継手ズレ 箇所

モルタル 箇所 1 1

換気工 日

別紙参照

別紙参照

取付管更生工

取付管更生工

換気工
（直工分）

□1800×1500 合　　計

別紙参照

管渠内清掃工

交通誘導員

既設管補修工
（準備費）

取付管突出

換気工
（準備費分）

本管更生工（複合管）数量総括表（単独工事）【通番90：496路線】

工    種 細　　目 細々目 単位
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１．管きょ内洗浄工・調査工

 1.1　施工前本管管きょ内洗浄工・調査工延長

 1.2　土砂処分工

土砂処分量＝本管管きょ延長×閉塞断面積 土砂深＝ ％

 1.3　事前処理工

※止水工・クラック・継手ズレに関しては調査項目破損・クラック、継手ズレ判定A,Bランクを計上。

本管止水工　　　　　 6箇所×6.42m＝38.52m
取付管口止水工(φ150)　0箇所×0.47m＝0m

２．水替工

水替工 台 ※見積書参照
ｍ ※更生延長×2台 新潟市指示

1

なし 水替えポンプ据付

配管設置撤去工

※CAD計測（全周）

※事前調査結果（実施設計時）

計 38.52

90（496） 38.52
（箇所） （箇所）

1

木根／パッキン 継手ズレ モルタル

番号 φ200以下 φ200超～φ500未満 φ500以上 （m） （m） （箇所）

計

路線 取付管突出（箇所） 本管止水工 取付管口止水工（φ150）

(m) (m
2
) (m

3
)

1

本管径 本管管きょ延長 閉塞断面積 土砂処分量

計 88.10 86.10

190（496） □1800×1500 88.10 特殊2.00×2.00 特殊2.00×2.00 86.10

(mm) (m) (m) (m) (m) (本)
番号 呼び径 上 流 下 流 延長
路線 既設管 路線延長 マンホール寸法 管きょ 取付管本数
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３．製管工

 3.1 既設管条件

路線 既設管呼び径 既設管実内径 管きょ延長 備考

番号 (mm) (mm) ①(m)
90（496） □1800×1500 □1800×1500 86.10 全周

計 86.10

 3.2　更生材使用量

(1) 路線番号 90（496） 全周

既設管実内径： □1800×1500 mm 更生断面 □1700×1350

1) 鋼製リング 工法協会積算資料 P13
鋼製リング＝ 86.10 m (管きょ延長)・・②

鋼製リング標準使用量＝ 管渠延長(m)÷鋼製リング間隔0.25(m)+1(組)
86.10 ÷0.25　＋ 1 = 346 リング

各部材一周当たり使用枚数＝標準仕上げ内周長(mm)÷61mm(表面部材1枚当たり幅)
5.585 ÷0.061 ＝ 91 枚

2) かん合部材・表面部材使用量 工法協会積算資料 P13,P31
各部材使用量＝ 各部材1周当たり使用枚数（枚）×管きょ延長（ｍ）

＝ 91 枚　× 86.10 ｍ
＝ 7,836 ｍ･･･③

3) かん合・表面接続部材使用量 工法協会積算資料 P13,P31
各接続部材使用量＝ 各部材１周当り使用枚数(枚)×(管きょ延長5.0切上げ(m)÷

嵌合部材定尺5.0(m)-1)
＝ 91×(90.0/5.0-1)
＝ 1,547 個・・④
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(2) 更生材使用量集計表

路線 既設管 管きょ延長 更生材1 更生材2 更生材3
番号 呼び径 （鋼製リング） （かん合部材） （接続部材）

（表面部材）

① ② ③ ④
(mm) (m) (m) (ｍ) (個)

90（496） □1800×1500 86.10 86.10 7,836 1,547

計 86.10 86.10 7,836 1,547

(3) 足場工
既設渠幅 管きょ延長
（ｍ） （ｍ）

足場材（掛ｍ2）＝ × ＝ 掛m2

(4) 曲がり部加工 箇所
（屈曲角度が12°以上もしくは曲率半径12m以下）の箇所

　協会積算資料P-46
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４．充填工

(1) 路線番号 90（496） 全周

既設管実内径： □1800×1500 mm

既設管口断面積A1＝ 2.6550 m2

更生管口断面積A2＝ 2.2177 m2

1m当り充填材注入量Ａ＝ 既設管口断面積A1-更生管口断面積A2-1m当り嵌合･表面部材断面積
＝ 2.6550 -   2.2177

＝ 0.37 m3/m (②)
(１m当り嵌合・表面部材断面積：協会積算資料 P40  )

1m当り嵌合･表面部材断面積
＝ 各部材１周当り使用枚数×(かん合部材断面積+表面部材断面積)

＝ 91 ×（2.470×10-4m2＋4.493×10-4m2）

＝ 6.336 ×10-2m3/m

(2) 充填材使用量集計表

路線 既設管 管きょ延長 充填材1m 割増率 充填材 充填材
番号 実内径 当り使用量 使用数量 設計数量

① ② ③ ①*②*③ ①*②

(mm) (m) (m3/m) (m3) (m3)

90（496） □1800×1500 86.10 0.37 1.02 32.49 31.857

計 86.10 32.49 31.86
③：協会積算資料 P33

-   0.06336
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(3) 充填日数 協会積算資料 P33,39

　充填日数は以下の２式にて算出し、日数の多い方を計上する。
充填日数１＝　 充填材使用量(m3)÷1日当たり充填量（7.2m3）

＝　 32.49 m3    ÷ 7.2 m3/日
＝　 4.51 ≒ 5 日 採用

（小数点以下切り上げ）

充填日数２＝　 （既設管高さ(㎜)－底版更生高さ(㎜)）
÷1日当たり充填高さ500(㎜)＋1

＝（ 1.50 - 0.075 ）
÷ 0.5 ＋ 1

＝　 3.85 ≒ 4 日
（小数点以下切り上げ）

(4) 充填回数 協会積算資料 P33,39
充填回数＝　 充填日数

＝　 5 回

(5) 実日数・運転日数 協会積算資料 P39
基準数量＝　 充填日数×1日作業時間0.5hr

＝　 3 日 （切り上げ）

充填機械損料＝　 3 日

充填工消耗品費＝　 充填日数　＝ 5 日
発動発電機運転費＝　 基準数量　＝ 3 日

(6) エアー抜きパイプ 協会積算資料 P40
エアー抜きパイプ＝　 1 個
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５．本管口仕上工 協会積算資料 P26

管口仕上げ材標準使用量Q＝ （既設管口断面積A-更生管口断面積B）×仕上げ厚さ0.05m
(2箇所当り) ÷2（テーパー）×2箇所×耐酸モルタル比重1825×割増率1.05

＝（ 2.6550 -   2.2177 ）× 0.05÷2 ×2× 1825 ×1.05
＝ 41.90 kg

1箇所当り 20.95 kg

路線 既設管呼び径 管口仕上工 耐酸ﾓﾙﾀﾙ 耐酸ﾓﾙﾀﾙ
番号 上下流管口 数量 数量

(mm) (箇所) (kg/箇所) (kg)
90（496） □1800×1500 2 20.95 41.9

計 2 41.9

６．取付け管口仕上工 協会積算資料 P28

路線 既設管呼び径
番号 φ200以下 φ200超～φ500未満 φ500以上

(mm) (箇所) (箇所) (箇所)
90（496） □1800×1500 1

計 1 0

７．管理孔口仕上工※ 協会積算資料 P28

路線 既設管呼び径
番号 φ500以上

(mm) (箇所)
90（496） □1800×1500

計
※計上方法は、「取付け管口仕上工」と同じとする。箇所数は管理孔の数とする。

取付管口仕上工

管理孔口仕上工
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８．流入管口仕上工

路線 既設管呼び径
番号 φ200以上

(mm) (箇所)

計

９．付帯工

路線 人孔No.
番号 撤去 設置

(本) (本)
90（496）

計
※未調査であるが、他の管理人孔と同様の劣化状況と判断し、同数量を計上する。

流入管口仕上工

管理孔足掛撤去・設置工
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作業日数表

既設管洗浄工 0.7日 86.10m 86.10(m)÷120(m/日)≒0.7(日) 見積 1.9 1.3 0.7

補助・洗浄工

小　　計 0.7日 1.3日 0.7日

協会標準積算資料

管渠内調査工 1.4日 86.10m 86.10(m)÷60(m/日)≒1.4(日) P30 1.9 2.7 1.4

補助・調査工

小　　計 1.4日 2.7日 1.4日

協会標準積算資料

鋼製リング組立工 7.7日 86.10m 71.2(hr)÷8.0(hr/日)÷100（m）×86.10(m)≒7.7(日) P37,31,17 1.9 14.6 7.7

協会標準積算資料

アンカー工 86.10m 鋼製リング組立工に含む P31

□1700mm×1350mm,91枚で算出 協会標準積算資料

かん合・表面部材組立工 6.2日 86.10m 57.4(hr)÷8.0(hr/日)÷100（m）×86.10(m)≒6.2(日) P38,32,18 1.9 11.8 6.2

協会標準積算資料

充てん設備工 5回 充てん工に含む P32

①充てん量による算出　32.49(m
3
)÷7.2( )/日 ≒ 5日 協会標準積算資料

充てん工 5日 86.10m ②充てん高による算出　(1500mm - 75mm) ÷ 500mm + 1 ≒ 4日 P33,39 1.9 9.5 5
※①、②の大きい方を算出

協会標準積算資料

混練工 5回 充てん工に含む P47

協会標準積算資料

取付管口仕上げ工 0.3日 1箇所 1(箇所)÷3(箇所/日)≒0.3(日) P34 1.9 0.6 0.3

φ200以下

協会標準積算資料

取付管口仕上げ工 0.0日 0 0(箇所)÷2(箇所/日)≒0(日) P34 1.9 0.0 0.0

φ200超～500未満

協会標準積算資料

管理孔口仕上げ工 0.0日 0箇所 P34 1.9 0.0 0.0

500以上

協会標準積算資料

管口仕上げ工 1.0日 2箇所 2(箇所)÷2(箇所/日)≒1(日) P33 1.9 1.9 1.0

補助・本管更生工

小　　計 20.2日 38.4日 20.2日

日本下水道協会

本管止水工 2.1日 38.52m 38.52(m)÷18(m/日)≒2.1(日) P131 1.9 4.0 2.1

□1800×1500・Ｙ字管工

日本下水道協会

取付管口止水工 0.0日 0.00m 0.00(m)÷18(m/日)≒0(日) P131 1.9 0.0 0.0
φ150・Ｙ字管工

補助・止水工

小　　計 2.1日 4.0日 2.1日

計　算　式 該当頁
不稼働
係数

(雨天時考慮)

供用日数
（日）

換気日数
（日）

既設管径：□1800mm×1500mm（仕上径：□1700mm×1350mm)

工　種　．　工　程
日　数
(実稼働)

数　量
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91（496路線） ｍ 107.24 107.24

更生延長 ｍ 105.14 105.14
鋼製ﾘﾝｸﾞ

(幅15mm・40mm×厚さ6mm,間隔250mm) ｍ 105.14 105.14
かん合部材・

表面部材使用量 ｍ 9,568 9,568
かん合・表面

接続部材使用量 個 1,911 1,911

鋼製ﾘﾝｸﾞ組立工 ｍ 105.14 105.14

かん合・表面部材組付工 ｍ 105.14 105.14

曲がり部加工 箇所

充填設備工 式 1 1

充填工 ｍ３ 38.9 38.9
(ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ充填材3号）

充填材 ｍ３ 37.7 37.7

混練工 式 1 1

管口仕上工 箇所 2 2

φ200以下 箇所 6 6

φ200超～φ500未満 箇所

φ500以上 箇所
管理孔口仕上工

(取付管口仕上工) φ500以上 箇所
□1800×1500 7 箇所

本管止水工 Y字管工 ｍ 44.94 44.94
箇所

取付管口止水工 Y字管工 ｍ

水替工 式

換気工 日

人日

2m2を超え4m2以下 ｍ 105.14 105.14

口径1500mm以上 ｍ 105.14 105.14

φ200以下 箇所

φ200超～φ500未満 箇所

φ500以上 箇所

木根／パッキン 箇所

継手ズレ 箇所

モルタル 箇所

換気工 日

別紙参照
換気工

（直工分）

交通誘導員

更生材料

製管工

取付管口仕上工

裏込充填工

別紙参照

一式（当該延長当り）

100m当り

既設管補修工
（準備費）

取付管突出

換気工
（準備費分）

仮締切工
（直工分）

既設管補修工
（直工）

既設管洗浄工

合　　計

管路延長

管渠延長

別紙参照

管渠内調査工

管更生工

本管更生工（複合管）数量総括表（補助工事）【通番91：496路線】

工    種 細　　目 細々目 単位 □1800×1500
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箇所

箇所

日

人日

管渠内清掃工 ｍ

汚泥運搬工 ｍ3

汚泥処分工 ｍ3

φ200以下 箇所

φ200超～φ500未満 箇所

φ500以上 箇所

木根／パッキン 箇所

継手ズレ 箇所

モルタル 箇所 3 3

換気工 日

別紙参照

別紙参照

取付管更生工

取付管更生工

換気工
（直工分）

□1800×1500 合　　計

別紙参照

管渠内清掃工

交通誘導員

既設管補修工
（準備費）

取付管突出

換気工
（準備費分）

本管更生工（複合管）数量総括表（単独工事）【通番91：496路線】

工    種 細　　目 細々目 単位
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１．管きょ内洗浄工・調査工

 1.1　施工前本管管きょ内洗浄工・調査工延長

 1.2　土砂処分工

土砂処分量＝本管管きょ延長×閉塞断面積 土砂深＝ ％

 1.3　事前処理工

※止水工・クラック・継手ズレに関しては調査項目破損・クラック、継手ズレ判定A,Bランクを計上。

本管止水工　　　　　 7箇所×6.42m＝44.94m
取付管口止水工(φ150)　0箇所×0.47m＝0m

２．水替工

水替工 台 ※見積書参照
ｍ ※更生延長×2台 新潟市指示

3

なし 水替えポンプ据付

配管設置撤去工

※CAD計測（全周）

※事前調査結果（実施設計時）

計 44.94

91（496） 44.94
（箇所） （箇所）

3

木根／パッキン 継手ズレ モルタル

番号 φ200以下 φ200超～φ500未満 φ500以上 （m） （m） （箇所）

計

路線 取付管突出（箇所） 本管止水工 取付管口止水工（φ150）

(m) (m
2
) (m

3
)

6

本管径 本管管きょ延長 閉塞断面積 土砂処分量

計 107.24 105.14

691（496） □1800×1500 107.24 特殊2.00×2.00 特殊2.20×3.20 105.14

(mm) (m) (m) (m) (m) (本)
番号 呼び径 上 流 下 流 延長
路線 既設管 路線延長 マンホール寸法 管きょ 取付管本数
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３．製管工

 3.1 既設管条件

路線 既設管呼び径 既設管実内径 管きょ延長 備考

番号 (mm) (mm) ①(m)
91（496） □1800×1500 □1800×1500 105.14 全周

計 105.14

 3.2　更生材使用量

(1) 路線番号 91（496） 全周

既設管実内径： □1800×1500 mm 更生断面 □1700×1350

1) 鋼製リング 工法協会積算資料 P13
鋼製リング＝ 105.14 m (管きょ延長)・・②

鋼製リング標準使用量＝ 管渠延長(m)÷鋼製リング間隔0.25(m)+1(組)
105.14 ÷0.25　＋ 1 = 422 リング

各部材一周当たり使用枚数＝標準仕上げ内周長(mm)÷61mm(表面部材1枚当たり幅)
5.585 ÷0.061 ＝ 91 枚

2) かん合部材・表面部材使用量 工法協会積算資料 P13,P31
各部材使用量＝ 各部材1周当たり使用枚数（枚）×管きょ延長（ｍ）

＝ 91 枚　× 105.14 ｍ
＝ 9,568 ｍ･･･③

3) かん合・表面接続部材使用量 工法協会積算資料 P13,P31
各接続部材使用量＝ 各部材１周当り使用枚数(枚)×(管きょ延長5.0切上げ(m)÷

嵌合部材定尺5.0(m)-1)
＝ 91×(110.0/5.0-1)
＝ 1,911 個・・④
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(2) 更生材使用量集計表

路線 既設管 管きょ延長 更生材1 更生材2 更生材3
番号 呼び径 （鋼製リング） （かん合部材） （接続部材）

（表面部材）

① ② ③ ④
(mm) (m) (m) (ｍ) (個)

91（496） □1800×1500 105.14 105.14 9,568 1,911

計 105.14 105.14 9,568 1,911

(3) 足場工
既設渠幅 管きょ延長
（ｍ） （ｍ）

足場材（掛ｍ2）＝ × ＝ 掛m2

(4) 曲がり部加工 箇所
（屈曲角度が12°以上もしくは曲率半径12m以下）の箇所

　協会積算資料P-46
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４．充填工

(1) 路線番号 91（496） 全周

既設管実内径： □1800×1500 mm

既設管口断面積A1＝ 2.6550 m2

更生管口断面積A2＝ 2.2177 m2

1m当り充填材注入量Ａ＝ 既設管口断面積A1-更生管口断面積A2-1m当り嵌合･表面部材断面積
＝ 2.6550 -   2.2177

＝ 0.37 m3/m (②)
(１m当り嵌合・表面部材断面積：協会積算資料 P40  )

1m当り嵌合･表面部材断面積
＝ 各部材１周当り使用枚数×(かん合部材断面積+表面部材断面積)

＝ 91 ×（2.470×10-4m2＋4.493×10-4m2）

＝ 6.336 ×10-2m3/m

(2) 充填材使用量集計表

路線 既設管 管きょ延長 充填材1m 割増率 充填材 充填材
番号 実内径 当り使用量 使用数量 設計数量

① ② ③ ①*②*③ ①*②

(mm) (m) (m3/m) (m3) (m3)

91（496） □1800×1500 100.00 0.37 1.02 37.74 37.0000
91（496） □1800×1500 105.14 0.37 1.02 39.68 38.9018

計
③：協会積算資料 P33

-   0.06336
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(3) 充填日数　※100m当りの日数 協会積算資料 P33,39

　充填日数は以下の２式にて算出し、日数の多い方を計上する。
充填日数１＝　 充填材使用量(m3)÷1日当たり充填量（7.2m3）

＝　 37.74 m3    ÷ 7.2 m3/日
＝　 5.24 ≒ 6 日 採用

（小数点以下切り上げ）

充填日数２＝　 （既設管高さ(㎜)－底版更生高さ(㎜)）
÷1日当たり充填高さ500(㎜)＋1

＝（ 1.50 - 0.075 ）
÷ 0.5 ＋ 1

＝　 3.85 ≒ 4 日
（小数点以下切り上げ）

(3) 充填日数　※一式（当該延長）当りの日数 協会積算資料 P33,39

　充填日数は以下の２式にて算出し、日数の多い方を計上する。
充填日数１＝　 充填材使用量(m3)÷1日当たり充填量（7.2m3）

＝　 39.68 m3    ÷ 7.2 m3/日
＝　 5.51 ≒ 6 日 採用

（小数点以下切り上げ）

充填日数２＝　 （既設管高さ(㎜)－底版更生高さ(㎜)）
÷1日当たり充填高さ500(㎜)＋1

＝（ 1.50 - 0.075 ）
÷ 0.5 ＋ 1

＝　 3.85 ≒ 4 日
（小数点以下切り上げ）

(4) 充填回数　※一式（当該延長）当り 協会積算資料 P33,39
充填回数＝　 充填日数

＝　 6 回

(5) 実日数・運転日数　※一式（当該延長）当り 協会積算資料 P39
基準数量＝　 充填日数×1日作業時間0.5hr

＝　 3 日 （切り上げ）

充填機械損料＝　 3 日

充填工消耗品費＝　 充填日数　＝ 6 日
発動発電機運転費＝　 基準数量　＝ 3 日

(6) エアー抜きパイプ 協会積算資料 P40
エアー抜きパイプ＝　 1 個
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５．本管口仕上工 協会積算資料 P26

管口仕上げ材標準使用量Q＝ （既設管口断面積A-更生管口断面積B）×仕上げ厚さ0.05m
(2箇所当り) ÷2（テーパー）×2箇所×耐酸モルタル比重1825×割増率1.05

＝（ 2.6550 -   2.2177 ）× 0.05÷2 ×2× 1825 ×1.05
＝ 41.90 kg

1箇所当り 20.95 kg

路線 既設管呼び径 管口仕上工 耐酸ﾓﾙﾀﾙ 耐酸ﾓﾙﾀﾙ
番号 上下流管口 数量 数量

(mm) (箇所) (kg/箇所) (kg)
91（496） □1800×1500 2 20.95 41.9

計 2 41.9

６．取付け管口仕上工 協会積算資料 P28

路線 既設管呼び径
番号 φ200以下 φ200超～φ500未満 φ500以上

(mm) (箇所) (箇所) (箇所)
91（496） □1800×1500 6

計 6 0

７．管理孔口仕上工※ 協会積算資料 P28

路線 既設管呼び径
番号 φ500以上

(mm) (箇所)
91（496） □1800×1500

計
※計上方法は、「取付け管口仕上工」と同じとする。箇所数は管理孔の数とする。

取付管口仕上工

管理孔口仕上工
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８．流入管口仕上工

路線 既設管呼び径
番号 φ200以上

(mm) (箇所)

計

９．付帯工

路線 人孔No.
番号 撤去 設置

(本) (本)
91（496）

計
※未調査であるが、他の管理人孔と同様の劣化状況と判断し、同数量を計上する。

流入管口仕上工

管理孔足掛撤去・設置工
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作業日数表

既設管洗浄工 0.9日 105.14m 105.14(m)÷120(m/日)≒0.9(日) 見積 1.9 1.7 0.9

補助・洗浄工

小　　計 0.9日 1.7日 0.9日

協会標準積算資料

管渠内調査工 1.8日 105.14m 105.14(m)÷60(m/日)≒1.8(日) P30 1.9 3.4 1.8

補助・調査工

小　　計 1.8日 3.4日 1.8日

協会標準積算資料

鋼製リング組立工 9.4日 105.14m 71.2(hr)÷8.0(hr/日)÷100（m）×105.14(m)≒9.4(日) P37,31,17 1.9 17.9 9.4

協会標準積算資料

アンカー工 105.14m 鋼製リング組立工に含む P31

□1700mm×1350mm,91枚で算出 協会標準積算資料

かん合・表面部材組立工 7.5日 105.14m 57.4(hr)÷8.0(hr/日)÷100（m）×105.14(m)≒7.5(日) P38,32,18 1.9 14.3 7.5

協会標準積算資料

充てん設備工 6回 充てん工に含む P32

①充てん量による算出　39.68(m
3
)÷7.2( )/日 ≒ 6日 協会標準積算資料

充てん工 6日 105.14m ②充てん高による算出　(1500mm - 75mm) ÷ 500mm + 1 ≒ 4日 P33,39 1.9 11.4 6
※①、②の大きい方を算出

協会標準積算資料

混練工 6回 充てん工に含む P47

協会標準積算資料

取付管口仕上げ工 2.0日 6箇所 6(箇所)÷3(箇所/日)≒2(日) P34 1.9 3.8 2.0

φ200以下

協会標準積算資料

取付管口仕上げ工 0.0日 0 0(箇所)÷2(箇所/日)≒0(日) P34 1.9 0.0 0.0

φ200超～500未満

協会標準積算資料

管理孔口仕上げ工 0.0日 0箇所 P34 1.9 0.0 0.0

500以上

協会標準積算資料

管口仕上げ工 1.0日 2箇所 2(箇所)÷2(箇所/日)≒1(日) P33 1.9 1.9 1.0

補助・本管更生工

小　　計 25.9日 49.3日 25.9日

日本下水道協会

本管止水工 2.5日 44.94m 44.94(m)÷18(m/日)≒2.5(日) P131 1.9 4.8 2.5

□1800×1500・Ｙ字管工

日本下水道協会

取付管口止水工 0.0日 0.00m 0.00(m)÷18(m/日)≒0(日) P131 1.9 0.0 0.0
φ150・Ｙ字管工

補助・止水工

小　　計 2.5日 4.8日 2.5日

換気日数
（日）

既設管径：□1800mm×1500mm（仕上径：□1700mm×1350mm)

工　種　．　工　程
日　数
(実稼働)

数　量 計　算　式 該当頁
不稼働
係数

(雨天時考慮)

供用日数
（日）
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92（496路線） ｍ 14.35 14.35

更生延長 ｍ 11.65 11.65
鋼製ﾘﾝｸﾞ

(幅15mm・40mm×厚さ6mm,間隔250mm) ｍ 11.65 11.65
かん合部材・

表面部材使用量 ｍ 1,061 1,061
かん合・表面

接続部材使用量 個 182 182

鋼製ﾘﾝｸﾞ組立工 ｍ 11.65 11.65

かん合・表面部材組付工 ｍ 11.65 11.65

曲がり部加工 箇所

充填設備工 式 1 1

充填工 ｍ３ 4.3 4.3
(ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ充填材3号）

充填材 ｍ３ 4.4 4.4

混練工 式 1 1

管口仕上工 箇所 2 2

φ200以下 箇所

φ200超～φ500未満 箇所

φ500以上 箇所
管理孔口仕上工

(取付管口仕上工) φ500以上 箇所
□1800×1500 2 箇所

本管止水工 Y字管工 ｍ 12.84 12.84
箇所

取付管口止水工 Y字管工 ｍ
（本管更正工日数） 7.0 日

水替工 式 一式 一式

換気工 日

人日

2m2を超え4m2以下 ｍ 11.65 11.65

口径1500mm以上 ｍ 11.65 11.65

φ200以下 箇所

φ200超～φ500未満 箇所

φ500以上 箇所

木根／パッキン 箇所

継手ズレ 箇所

モルタル 箇所

換気工 日

管更生工

本管更生工（複合管）数量総括表（補助工事）【通番92：496路線】

工    種 細　　目 細々目 単位 □1800×1500 合　　計

管路延長

管渠延長

既設管補修工
（準備費）

取付管突出

換気工
（準備費分）

仮締切工
（直工分）

既設管補修工
（直工）

更生材料

製管工

取付管口仕上工

裏込充填工

別紙参照

当該延長当り

当該延長当り

別紙参照

既設管洗浄工

管渠内調査工

別紙参照
換気工

（直工分）

交通誘導員
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箇所

箇所

日

人日

管渠内清掃工 ｍ

汚泥運搬工 ｍ3

汚泥処分工 ｍ3

φ200以下 箇所

φ200超～φ500未満 箇所

φ500以上 箇所

木根／パッキン 箇所

継手ズレ 箇所

モルタル 箇所

換気工 日

交通誘導員

既設管補修工
（準備費）

取付管突出

換気工
（準備費分）

本管更生工（複合管）数量総括表（単独工事）【通番92：496路線】

工    種 細　　目 細々目 単位

別紙参照

別紙参照

取付管更生工

取付管更生工

換気工
（直工分）

□1800×1500 合　　計

別紙参照

管渠内清掃工
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１．管きょ内洗浄工・調査工

 1.1　施工前本管管きょ内洗浄工・調査工延長

 1.2　土砂処分工

土砂処分量＝本管管きょ延長×閉塞断面積 土砂深＝ ％

 1.3　事前処理工

※止水工・クラック・継手ズレに関しては調査項目破損・クラック、継手ズレ判定A,Bランクを計上。

本管止水工　　　　　 2箇所×6.42m＝12.84m
取付管口止水工(φ150)　0箇所×0.47m＝0m

２．水替工

水替工 台 ※見積書参照
ｍ ※更生延長×2台 新潟市指示

路線 既設管 路線延長 マンホール寸法 管きょ 取付管本数

(m) (本)
番号 呼び径 上 流 下 流 延長

14.35 特殊2.20×3.20 特殊3.20×4.03 11.65

(mm) (m) (m) (m)

92（496） □1800×1500

11.65

本管径 本管管きょ延長 閉塞断面積 土砂処分量

計 14.35

(m) (m
2
) (m

3
)

計

路線 取付管突出（箇所） 本管止水工 取付管口止水工（φ150）
木根／パッキン 継手ズレ モルタル

番号 φ200以下 φ200超～φ500未満 φ500以上 （m） （m） （箇所） （箇所） （箇所）

92（496） 12.84

計 12.84

あり 水替えポンプ据付

配管設置撤去工
1

※CAD計測（全周）

※事前調査結果（実施設計時）
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３．製管工

 3.1 既設管条件

路線 既設管呼び径 既設管実内径 管きょ延長 備考

番号 (mm) (mm) ①(m)
92（496） □1800×1500 □1800×1500 11.65 全周

計 11.65

 3.2　更生材使用量

(1) 路線番号 92（496） 全周

既設管実内径： □1800×1500 mm 更生断面 □1700×1350

1) 鋼製リング 工法協会積算資料 P13
鋼製リング＝ 11.65 m (管きょ延長)・・②

鋼製リング標準使用量＝ 管渠延長(m)÷鋼製リング間隔0.25(m)+1(組)
11.65 ÷0.25　＋ 1 = 48 リング

各部材一周当たり使用枚数＝標準仕上げ内周長(mm)÷61mm(表面部材1枚当たり幅)
5.585 ÷0.061 ＝ 91 枚

2) かん合部材・表面部材使用量 工法協会積算資料 P13,P31
各部材使用量＝ 各部材1周当たり使用枚数（枚）×管きょ延長（ｍ）

＝ 91 枚　× 11.65 ｍ
＝ 1,061 ｍ･･･③

3) かん合・表面接続部材使用量 工法協会積算資料 P13,P31
各接続部材使用量＝ 各部材１周当り使用枚数(枚)×(管きょ延長5.0切上げ(m)÷

嵌合部材定尺5.0(m)-1)
＝ 91×(15.0/5.0-1)
＝ 182 個・・④
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(2) 更生材使用量集計表

路線 既設管 管きょ延長 更生材1 更生材2 更生材3
番号 呼び径 （鋼製リング） （かん合部材） （接続部材）

（表面部材）

① ② ③ ④
(mm) (m) (m) (ｍ) (個)

92（496） □1800×1500 11.65 11.65 1,061 182

計 11.65 11.65 1,061 182

(3) 足場工
既設渠幅 管きょ延長
（ｍ） （ｍ）

足場材（掛ｍ2）＝ × ＝ 掛m2

(4) 曲がり部加工 箇所
（屈曲角度が12°以上もしくは曲率半径12m以下）の箇所

　協会積算資料P-46
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４．充填工

(1) 路線番号 92（496） 全周

既設管実内径： □1800×1500 mm

既設管口断面積A1＝ 2.6550 m2

更生管口断面積A2＝ 2.2177 m2

1m当り充填材注入量Ａ＝ 既設管口断面積A1-更生管口断面積A2-1m当り嵌合･表面部材断面積
＝ 2.6550 -   2.2177

＝ 0.37 m3/m (②)
(１m当り嵌合・表面部材断面積：協会積算資料 P40  )

1m当り嵌合･表面部材断面積
＝ 各部材１周当り使用枚数×(かん合部材断面積+表面部材断面積)

＝ 91 ×（2.470×10-4m2＋4.493×10-4m2）

＝ 6.336 ×10-2m3/m

(2) 充填材使用量集計表

路線 既設管 管きょ延長 充填材1m 割増率 充填材 充填材
番号 実内径 当り使用量 使用数量 設計数量

① ② ③ ①*②*③ ①*②

(mm) (m) (m3/m) (m3) (m3)

92（496） □1800×1500 11.65 0.37 1.02 4.40 4.3105

計 11.65 4.40 4.31
③：協会積算資料 P33

-   0.06336
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(3) 充填日数 協会積算資料 P33,39

　充填日数は以下の２式にて算出し、日数の多い方を計上する。
充填日数１＝　 充填材使用量(m3)÷1日当たり充填量（7.2m3）

＝　 4.40 m3    ÷ 7.2 m3/日
＝　 0.61 ≒ 1 日

（小数点以下切り上げ）

充填日数２＝　 （既設管高さ(㎜)－底版更生高さ(㎜)）
÷1日当たり充填高さ500(㎜)＋1

＝（ 1.50 - 0.075 ）
÷ 0.5 ＋ 1

＝　 3.85 ≒ 4 日 採用
（小数点以下切り上げ）

(4) 充填回数 協会積算資料 P33,39
充填回数＝　 充填日数

＝　 4 回

(5) 実日数・運転日数 協会積算資料 P39
基準数量＝　 充填日数×1日作業時間0.5hr

＝　 2 日 （切り上げ）

充填機械損料＝　 2 日

充填工消耗品費＝　 充填日数　＝ 4 日
発動発電機運転費＝　 基準数量　＝ 2 日

(6) エアー抜きパイプ 協会積算資料 P40
エアー抜きパイプ＝　 1 個
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５．本管口仕上工 協会積算資料 P26

管口仕上げ材標準使用量Q＝ （既設管口断面積A-更生管口断面積B）×仕上げ厚さ0.05m
(2箇所当り) ÷2（テーパー）×2箇所×耐酸モルタル比重1825×割増率1.05

＝（ 2.6550 -   2.2177 ）× 0.05÷2 ×2× 1825 ×1.05
＝ 41.90 kg

1箇所当り 20.95 kg

路線 既設管呼び径 管口仕上工 耐酸ﾓﾙﾀﾙ 耐酸ﾓﾙﾀﾙ
番号 上下流管口 数量 数量

(mm) (箇所) (kg/箇所) (kg)
92（496） □1800×1500 2 20.95 41.9

計 2 41.9

６．取付け管口仕上工 協会積算資料 P28

路線 既設管呼び径
番号 φ200以下 φ200超～φ500未満 φ500以上

(mm) (箇所) (箇所) (箇所)
92（496） □1800×1500

計 0 0

７．管理孔口仕上工※ 協会積算資料 P28

路線 既設管呼び径
番号 φ500以上

(mm) (箇所)
92（496） □1800×1500

計
※計上方法は、「取付け管口仕上工」と同じとする。箇所数は管理孔の数とする。

取付管口仕上工

管理孔口仕上工
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８．流入管口仕上工

路線 既設管呼び径
番号 φ200以上

(mm) (箇所)

計

９．付帯工

路線 人孔No.
番号 撤去 設置

(本) (本)
92（496）

計
※未調査であるが、他の管理人孔と同様の劣化状況と判断し、同数量を計上する。

流入管口仕上工

管理孔足掛撤去・設置工
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作業日数表

既設管洗浄工 0.1日 11.65m 11.65(m)÷120(m/日)≒0.1(日) 見積 1.9 0.2 0.1

補助・洗浄工

小　　計 0.1日 0.2日 0.1日

協会標準積算資料

管渠内調査工 0.2日 11.65m 11.65(m)÷60(m/日)≒0.2(日) P30 1.9 0.4 0.2

補助・調査工

小　　計 0.2日 0.4日 0.2日

協会標準積算資料

鋼製リング組立工 1.0日 11.65m 71.2(hr)÷8.0(hr/日)÷100（m）×11.65(m)≒1(日) P37,31,17 1.9 1.9 1.0

協会標準積算資料

アンカー工 11.65m 鋼製リング組立工に含む P31

□1700mm×1350mm,91枚で算出 協会標準積算資料

かん合・表面部材組立工 0.8日 11.65m 57.4(hr)÷8.0(hr/日)÷100（m）×11.65(m)≒0.8(日) P38,32,18 1.9 1.5 0.8

協会標準積算資料

充てん設備工 4回 充てん工に含む P32

①充てん量による算出　4.40(m
3
)÷7.2( )/日 ≒ 1日 協会標準積算資料

充てん工 4日 11.65m ②充てん高による算出　(1500mm - 75mm) ÷ 500mm + 1 ≒ 4日 P33,39 1.9 7.6 4
※①、②の大きい方を算出

協会標準積算資料

混練工 4回 充てん工に含む P47

協会標準積算資料

取付管口仕上げ工 0.0日 0 0(箇所)÷3(箇所/日)≒0(日) P34 1.9 0.0 0.0

φ200以下

協会標準積算資料

取付管口仕上げ工 0.0日 0 0(箇所)÷2(箇所/日)≒0(日) P34 1.9 0.0 0.0

φ200超～500未満

協会標準積算資料

管理孔口仕上げ工 0.0日 0箇所 P34 1.9 0.0 0.0

500以上

協会標準積算資料

管口仕上げ工 1.0日 2箇所 2(箇所)÷2(箇所/日)≒1(日) P33 1.9 1.9 1.0

補助・本管更生工

小　　計 6.8日 12.9日 6.8日

日本下水道協会

本管止水工 0.7日 12.84m 12.84(m)÷18(m/日)≒0.7(日) P131 1.9 1.3 0.7

□1800×1500・Ｙ字管工

日本下水道協会

取付管口止水工 0.0日 0.00m 0.00(m)÷18(m/日)≒0(日) P131 1.9 0.0 0.0
φ150・Ｙ字管工

補助・止水工

小　　計 0.7日 1.3日 0.7日

計　算　式 該当頁
不稼働
係数

(雨天時考慮)

供用日数
（日）

換気日数
（日）

既設管径：□1800mm×1500mm（仕上径：□1700mm×1350mm)

工　種　．　工　程
日　数
(実稼働)

数　量
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止水工　設計使用量

　異常箇所集計表（本管部）【Y字管工法】　補助

内　　　容 部　位 補修長（ｍ/箇所） 箇所数 補修長（m） 路　線 備　　考

浸入水a・b 本管 6.05 1 6.05 通番89　□1700×1400

浸入水a・b 本管 6.42 6 38.52 通番90　□1800×1500

浸入水a・b 本管 6.42 7 44.94 通番91　□1800×1500

浸入水a・b 本管 6.42 2 12.84 通番92　□1800×1500

合　計 16 102.35

　異常箇所集計表（取付管口部）【Y字管工法】　補助

内　　　容 部位 周長（ｍ/箇所） 箇所数 補修長（m） 路　線 備　　考

合　計

　異常箇所集計表（取付管内部）【パッカー工法】　単独

内　　　容 部位 周長（ｍ/箇所） 箇所数 路　線

合　計

　止水工数量表

内　　容 当初数量 単位 備　考

本管注入工 102.35 m 補助 Y字管工法

取付管口注入工 0 m 補助 Y字管工法

取付管内注入工 0 箇所 単独 パッカー工法

　Y時管注入工法　標準薬液注入量　補助

内　容
1日当り
注入量
（L)

本管部
□1700×1400㎜

712.5

本管部
□1800×1500㎜

855.0

　　注入量計算

標準注入量 （長さ１ｍの場合）

　注入範囲　（V)= L×D×H V：注入対象土量（ｍ3）

D：長さ（ｍ）

H：注入厚（0.3ｍ）

L：注入幅（0.6ｍ）

　注入量　（Q)=V・ｎ・α（1+β）×1000 Q：標準注入量（L)

n：土の間隙率（40％を標準）

α：充填率（60％を標準）

β：損失係数（0.1）

上記を代入すると

注入範囲（V)　＝　0.6×1.0×0.3　＝0.18m3

注入量（Q）　＝　0.18×0.4×0.6（1+0.1）×1000

＝47.52L

よって、1ｍ当りの注入量は、47.5L となる。

本管標準
ｍ当り注入量

（L)

1日当り
作業量
（ｍ)

47.5 15

47.5 18

　　　本管部□1700×1400mm　ｍ当り注入量計算【Y字管工法】
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工事日数・交通誘導員算出表

日数計

72.5 日 0.5 日

138.0 日 1.0 日

65.5 日 0.5 日

換気工日数・交通誘導員

換気工（補助） （本管更生工のみ）：直工 61.3 日

(止水工)：直工 5.7 日

（洗浄工・調査工）：準備費 5.5 日

換気工（単独） (取付管更生工)：直工 0.0 日

（前処理工）：準備費 0.4 日

72.5 日　× 4 人/日 290.0 人

0.5 日　× 4 人/日 2.0 人

292.0 人

取付管更生工

サイドライナー工 不飽和ポリエステル樹脂仕様 0 箇所 6 箇所/日 0.00 日 協会資料

撤去工

撤去工 モルタル（既設管径φ800mm以上1500mm未満：準用） 1 箇所 10 箇所/日 0.1 日 見積

モルタル（既設矩形渠内空高1500mm以上2000mm未満） 4 箇所 15 箇所/日 0.3 日 見積

工  種 数量 日進量 実日数 適用

工  種 規   格 数量 日進量 実日数 適用

規   格

実日数

供用日数

不稼働日（雨天・休日等）

交通誘導員B
（単独）

昼間勤務（交替要員有）
3人配置＋交替要員1人

（補助） （単独）

交通誘導員B
（補助）

昼間勤務（交替要員有）
3人配置＋交替要員1人
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